
 

 

 

 

 

師走の候、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。日頃から本校の教育活動に御理解・御

協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

例年の事ですが、年末になると日本漢字能力検定協会から「その年を象徴する漢字一字」が発表

されます。最近１０年間に選ばれた漢字を右に書き出してみました。これ

らの漢字はその年の世相を表すといいますが、あまりよい年はなかったよ

うな印象を受けます。これは、日本全体を俯瞰しての漢字一字ですので、

個々での印象は様々でしょう。マイナスな印象のものの方がクローズアッ

プされやすいからかも知れませんが、個人的には、「もう少しよい印象を

受ける漢字が並ぶような社会になればいいのにな」と思ってしまいます。

皆様はいかがでしょうか。 

さて、教室でも「今年一年間を振り返って、自分にとっての漢字を考え

る」という取組をすることがあります。子どもたちも真剣に考えて理由も

含めて漢字を決めます。小学生が選ぶ漢字で一番多いのは『楽』なのだそ

うです。「らく」ではなく「たのしい」という意味なのでしょう。子ども

の問題もいろいろと取り上げられていますが、『楽』が一番多いことを知

り、少しホッとするような気持ちになります。子どもたちの選ぶ漢字が、いつもポジティブな内容

のものになるように、働きかけていきたいものです。 

あるクラスで、子どもたちに漢字を考えてもらったあと、そのクラスの担任の先生は『誇』とい

う字を選んだそうです。「先生は、今年ほど、クラスのことを誇らしく思ったことはなかったので、

ズバリ！この漢字にしました。いつも進んで！率先して！取り組むみんなは、本当にステキでした。

君たちは先生の誇りです。自慢です。」そのことを話した時の、子どもたちの照れくさそうな、で

も嬉しそうな顔を忘れることはできませんとおっしゃっていました。「そんな１年間を過ごせたら、

担任の先生もクラスの子どもたちも本当に幸せだろうなあ」と他人事のように思っていてハッとさ

せられました。校長であるわたしにとっての対象は、北浦和小学校の子どもたち全員なのだと気づ

かされたのです。そう考えると、４月からの様々な行事での姿、校外学習に出かけた時の姿等が浮

かんできました。まさに『誇』に相応しい態度をしている子が多かったと思います。もちろん、成

長過程にある子どもたちですから、様々な問題が起き、一歩一歩乗り越えていくのですが、「北浦

和小学校の子どもたちは私の誇りです」といつでも胸を張って宣言できる子どもたちを育てていく

責務をこそ負っているのだと自覚させられます。そして地域にとっての誇りと

もなるように、保護者の皆様、地域の皆様とともに育てていきたいと思ってお

ります。よろしくお願いいたします。 

--------------------------------------------------------------------- 

１１月１６日(土)の午後、北浦和小学校の校庭で、地域連絡協議会主催の『北浦

和フェスティバル』が開催されました。コロナ禍を経て、実施形態は変化してきて

いますが、子どもたちがいろいろなブースで楽しそうに活動している姿がとても印

象に残っています。子どもたちのために、計画段階から準備から当日の運営から関

わってくださった方々に心より感謝を申し上げます。 
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【最近10年の漢字】 

2023 年:「税」 

2022 年:「戦」 

2021 年:「金」 

2020 年:「密」 

2019 年:「令」 

2018 年:「災」 

2016 年:「金」 

2015 年:「安」 

2014 年:「税」 

2013 年:「輪」 

2012 年:「金」 


